
 

仲川市長と福祉懇談会 

 

11月21日『仲川市長と福祉懇談会』を開催することができました事に感謝 

公務ご多忙の中、予定の60分を90分にまで延長して下さったことに感謝 

施設関係者の方にもご参加頂いた事に感謝 

予想していた以上に多くの会員の皆様にご参加頂けたことに感謝 

ご参加頂いた皆様、いかがでしたでしょうか？ 

不安を解消することは無理でも、少し軽減することが出来ましたか？ 

当日、参加することが出来なかった皆様に実況報告します。 

（10時00分）米浪福祉部長 金森障がい福祉課長 浦障がい福祉課長補佐が到着 

（10時25分）仲川市長が到着 

（10時30分）福祉懇談会開会 （出席者：会員58名 施設関係者など11名 計69名） 

  事前に４つのテーマ（所得／医療／生活保障及び仲川市長の福祉ビジョン）を15分で語って頂く予定でしたが、

市長から「お母さんから、今、困っていることを聞かせていただいて、市役所に持ち帰り検討してお答えします」

との発言。 会員が求めていた市長との会話がはじまりました。 

会員からは、「介護保険への移行」「親なき後の不安」「ローカルルール」「福祉センターの改修」「施設整備基

金」「親子で入れる施設」「知的障害者の介護認定のあり方」等についての発言があり、 内容によっては、 

米浪部長、金森課長、浦課長補佐が答えて頂く場面もありました。 

（11時30分） 予定時間が過ぎましたが、市長が進行をしてくださったので、延長することが出来ました。 

（12時00分） 45項目の原稿と、会員から市長あてのお手紙を手渡すことが出来ました。 

最後は感謝の拍手で市長をお送りいたしました。 

この様な感じの1時間30分『仲川市長と福祉懇談会」でした。 

最後に、仲川市長は「また、このような機会を持ちましょう」と語ってくださいました。 

令和2年総会には再度『仲川市長と福祉懇談会』を、より具体的な懇談会とすることをお約束いたします。 

障害があることで、困っていることは事実です。でも、誰もが、困りごとは持っています。 

障害を補うものがあれば全てのひとが、同じ生活を送ることが出来るのではないでしょうか。私たちの子どもの生き

辛さを補なってくれるのは『社会保障』による支援です。そして、それを推進するのが、奈良市政です。 

奈良市に私たちの生の声が届いていなかったのですね。アンケート調査では統計処理になります。特記事項に書いて

も、活字は読めても、心は読めません。私たちには、当たり前の事なのに・・・。届け方の問題か、受け手側の問題

か。でも、これからは奈良市のトップ、市長に直接届けることが出来る道筋が出来たことは一歩前進です。 
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そこで会員の皆さまに提案です。 

① 地区懇談会の内容に関しての提案 

  毎年1月～3月に開催している地区懇談会の時、会員の皆様から「障がい児者と共に活きる事での困り（不安）

ごと」を集めて、福祉部を通じて市長に届け、その返事を、令和２年総会の「市長と福祉懇談会」で、語ってい

ただくことを考えています。書式をお渡ししますので、地区懇当日かFAXでお届けください。100％回収を目指

します。 

② 「うれしかったこと」も書きませんか？ 

知的・発達障害のある我が子や知的年齢4歳～5歳の子どもを長年にわたり育ててこられたお母さん集団。それ

が手をつなぐ親の会なのです。「嫌なこと、困ったこと、悲しかったこと、心配なこと」いっぱいあると思いま

す。少し、視点を変えて、「うれしかったこと」の声も届けませんか。  ほんの些細な事、子育てで「うれし

かったこと、ありがたかったこと、助かったこと、ホッとしたヘルプ」それも一緒に届けましょう。私たちも笑

顔が似合うお母ちゃん軍団ですから。 

  これも、書式を用意しますので書いてください。お願いします。 

③ 令和元年の研修会 

  「障・老介護」～「老障・老介護」～「６５歳問題」～「介護保険適用」～「親なきあと」と時が進んでいきま

す。ご家庭によっては順位が逆転することもあります。また、現在進行形のご家庭もあると思います。 

  今年度の会員研修会は 

「介護保険の訪れ」～総合支援法から介護保険制度への移行。65歳を迎えるにあたり～   を考えています。 

     時期 ； 3月頃の予定  10時～12時  奈良市総合福祉センター 

     内容 ： シンポジウム形式 

   この研修会は自己研鑽の場でもありますが、行政に声を届けることも考えています。 

 


